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  【講演①】 

最初に「現代社会の問題点」「よい姿勢と悪い姿勢」

について講演していただきました。ICTを使い、目を酷

使することが、子どもの姿勢や学力、運動等に影響

を与えていることを、具体例をもとにお話ししていただ

きました。 

  

 

写真貼付 

 

 【実技】 

自分たちで実際に体を動かし、どこをどのように動か

すことで呼吸が楽になったり、体が軽く感じられたりす

るのか体験しました。 

目の動きを確認してみることで、目だけではなく顔

が動いてしまう児童については、目の筋肉を緩めるこ

とで、運動や学習の集中力やパフォーマンスに効果

があることを体験しました。 

体の柔軟性を高めることで、体幹を鍛える土台が

出来上がり、呼吸が楽になること、その結果脳に酸素

が十分にいきわたり、学習の効率が上がることは、子

どもたちに是非伝えていきたい内容でした。 

またリズムトレーニングは児童生徒が楽しみながら

実践できるもので、学校でやってみたいとの声がでて

いました。 

 

 【講演②】 

姿勢保持について、原始反射が残っている場合は

トレーニングだけでは解決できないことがあると知りま

した。授業に集中できない、姿勢がよくないと注意さ

れる児童生徒の中には、このような例があることも踏

まえ、保健室での対応をすることが大切であるとい

う、新たな視点を得ることができました。 

また、リュックサックで登校する児童生徒に対し

て、中身が重たくなってきているが、どのようなことに

気を付けたらよいのか、具体的に教えていただきまし

た。すぐに児童生徒や教職員、保護者と共有できる

内容で、大変勉強になりました。 

今回の実技研修を通して、「姿勢をよくしよう」とい

う声掛けだけではなく、体の仕組みを理解したうえ

で、どのようにしたら「しなやかに支えて つながるから

だ」にできるかを伝えていくことが大切であると学ぶこ

とができました。 

 


